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私
は
、
株
式
会
社
ゼ
ッ
ト
ン
と
い
う
名
古

屋
創
業
の
外
食
企
業
で
代
表
を
務
め
て
お
り

ま
す
。

　

弊
社
は
日
米
で
、
約
80
店
舗
ほ
ど
飲
食
店

を
経
営
し
、
近
年
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ

フ
ェ
を
創
る
知
見
を
活
か
し
て
都
市
公
園
を

再
生
す
る
街
づ
く
り
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
代
表
ブ
ラ
ン
ド
は
ハ
ワ
イ

ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ　

Ｔ
Ａ
Ｂ

Ｌ
Ｅ
」
で
、
ハ
ワ
イ
ワ
イ
キ
キ
に
本
店
を
構

え
、
国
内
で
16
店
舗
を
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
公
園
再
生
事
業
で
は
東
京
江
戸

川
区
葛
西
臨
海
公
園
、
横
浜
山
下
公
園
、
名

古
屋
で
は
尾
張
徳
川
家
の
邸
宅
跡
地
の
徳
川

園
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
公
園

内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
を
作
る
だ
け
で

な
く
、
公
園
全
体
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
担
っ

て
お
り
、
今
後
は
岐
阜
公
園
の
再
生
事
業
も

手
掛
け
る
予
定
で
す
。

　

そ
ん
な
私
と
成
田
山
と
の
ご
縁
は
、
祖
父

が
成
田
山
索
の
会
岐
北
月
参
講
支
部
の
支
部

長
を
勤
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
始
ま
り
で

し
た
。
実
家
が
小
さ
な
商
い
を
営
む
家
系

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら

月
初
は
、
成
田
山
大
聖
寺
へ
の
参
拝
が
家
の

月
例
で
あ
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
に
は
夜

に
な
る
と
家
族
揃
っ
て
仏
壇
に
手
を
合
わ

せ
、
御
真
言
や
般
若
心
経
を
唱
え
る
日
々
を

送
っ
て
お
り
、
大
人
に
な
っ
た
今
で
も
そ
の

日
課
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
祈
祷
い

た
だ
い
た
お
札
に
手
を
合
わ
せ
、
般
若
心
経

と
御
真
言
を
唱
え
私
の
一
日
は
終
わ
り
ま

す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
大
病
の
発
覚
や

幾
度
と
な
く
会
社
経
営
の
危
機
と
直
面
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
病
気
の
克
服
や
会
社
経
営
の
危

機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
常

に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
お
不
動
様
や
ご

先
祖
様
へ
の
信
仰
心
を
大
切
に
し
て
き
た
お

か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

親
か
ら
い
た
だ
い
た
命
に
感
謝
し
、
家
族

や
仲
間
を
思
い
や
り
、
そ
し
て
お
不
動
様
の

ご
加
護
に
思
い
を
馳
せ
、
こ
の
先
も
事
業
経

営
者
と
し
て
〝
生
き
る
〟
と
い
う
修
行
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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当
山
で
は
八
月
十
三
日
よ
り

十
六
日
ま
で
『
盆
供
養
会
』
が
厳

修
さ
れ
、
期
間
中
、
献
灯
会
を
は

じ
め
諸
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
師
堂
庭
に
て
四
日
間
に
わ

た
り
献
灯
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
三
日
午
後
四
時
よ
り
御
魂
迎
え

法
要
を
厳
修
、
行
灯
が
点
灯
さ
れ

ま
し
た
。
期
間
中
、
参
拝
者
は
ご

先
祖
を
偲
び
各
御
魂
に
供
養
の
誠

を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
十
六
日
午

後
四
時
よ
り
御
魂
送
り
法
要
を
厳

修
し
ま
し
た
。【
写
真
一
面
】

　

大
師
堂
に
て
午
後
二
時
よ
り
、

檀
信
徒
各
家
の
精
霊
を
供
養
す
る

盂
蘭
盆
会
法
要
が
小
豆
畑
主
監
お

導
師
の
も
と
営
ま
れ
ま
し
た
。【
写

真
】

　

法
要
に
は
、
当
山
ご
信
徒
は
じ

め
、
当
山
関
係
物
故
者
の
ご
遺
族

が
参
列
さ
れ
て
ご
先
祖
の
冥
福
を

祈
ら
れ
、
ま
た
当
山
講
中
支
部
員

各
家
、
檀
信
徒
各
家
の
卒
塔
婆
が

お
祀
り
さ
れ
、
各
霊
位
が
供
養
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
法
要
後
、
霊
雲
閣
に
て
お

位
牌
を
奉
祀
さ
れ
た
檀
信
徒
各
家

の
先
祖
代
々
精
霊
回
向
が
営
ま
れ

ま
し
た
。

　

く
る
ま
地
蔵
尊
ご
宝
前
に
て
、

午
後
二
時
よ
り
交
通
事
故
犠
牲
者

の
各
精
霊
を
供
養
す
る
盆
法
要
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

　

犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会

長
＝
則
竹
利
夫
氏
）
の
早
朝
例
会

が
七
月
十
八
日
、
当
山
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
員
各
位
は
ま
ず
本
堂
に
お
い

て
朝
護
摩
供
を
参
拝
さ
れ
、
同
ク

ラ
ブ
の
発
展
、
会
員
の
所
願
成
就

を
祈
願
。
参
拝
後
、
信
徒
会
館

三
階
三
宝
の
間
に
て
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
五
日
、
東
海
テ
レ
ビ

の
人
気
情
報
番
組『
ス
イ
ッ
チ
！
』

（
平
日
午
前
放
送
）
の
撮
影
班
が

当
山
を
訪
れ
、
六
月
一
日
か
ら
八

月
末
ま
で
開
催
さ
れ
好
評
を
博
し

た
『
願
か
け
風
鈴
ま
つ
り
』
を
取

材
し
ま
し
た
。

盂う

ら蘭
盆ぼ

ん
え会

法
要

十
五
日

献け
ん

灯と
う

会え

十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で

く
る
ま
地
蔵
尊
法
要

十
四
日

テ
レ
ビ
取
材

願
か
け
風
鈴
ま
つ
り

犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

早
朝
例
会
開
催

◆
日
時　

九
月
二
十
二
日
（
秋
分
の
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
よ
り

◆
場
所　

大
師
堂

秋
彼
岸
会
法
要
の
ご
案
内

ど
な
た
さ
ま
も
ご
自
由
に
お
参
り
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
山

下
さ
い
。
供
養
塔
婆
、
お
供
物
申
込
み
受
付
け
て
お
り
ま
す

一
、
日

時
　
十
月
五
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
七
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

一
、
受

付
　
信
徒
会
館
一
階
玄
関
前
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
六
時
三
十
分
よ
り
受
付

一
、
会

場
　
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

一
、
参
加
資
格
　
幼
・
小
・
中
・
高
校
生

一
、
参
加
費
　
無
　
料

一
、
作
品
形
式
　
規
定
半
紙
縦
書
き

　
　
　
　
　
　
　（
当
日
会
場
に
て
規
定
半
紙
を
二
枚
配
布
）

一
、
成
績
発
表
　
十
月
下
旬
に
中
日
新
聞
及
び
当
紙
上
に
て

一
、
表
彰
式
　
十
一
月
九
日
（
土
）
午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　
　
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

一
、
注
意
事
項
　
会
場
で
の
練
習
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
作
品
は
参
加
者
自
身
が
選
ぶ
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
提
出
さ
れ
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

成
田
山
学
童
席
上
揮
毫
大
会

第61回

幼
　
年
　
と
　
ぶ

小
一
年
　
み
や
び

小
二
年
　
お
も
い
で

小
三
年
　
お
月
さ
ま
（
楷
書
）

小
四
年
　
秋
さ
く
花
（
楷
書
）

小
五
年
　
輝
く
未
来
（
楷
書
）

小
六
年
　
意
見
発
表
（
楷
書
）

中
一
年
　
無
形
文
化
財
（
楷
書
）

中
二
年
　
無
形
文
化
財
（
行
書
）

中
三
年
　
無
形
文
化
財
（
行
書
）

高
校
生
　
泉
声
帯
月
静
（
自
由
）

【 課 題 】

盆
供
養
会
厳
修

年
に
一
度
の
ご
先
祖
さ
ま
の
里
帰
り



令 和6年 8月 25日 発 行名 古屋 成 田 山（ 3 ）
　

七
月
十
九
日
、
丹
羽
支
部
（
支

部
長
＝
社
本
宮
明
氏
）
で
は
、
地

元
に
て
役
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

物
故
者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
不
動
尊
信
者
の
心
構
え
で
あ

る
「
私
た
ち
の
誓
い
」
を
出
席
者

全
員
で
唱
和
。
社
本
支
部
長
、
成

田
山
岩
間
信
徒
部
長
・
榑
谷
法
教

課
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
令
和
五
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報

告
を
し
、
令
和
六
年
度
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
丹
羽
支
部
総
参
拝

は
十
月
三
日
に
て
決
議
さ
れ
ま
し

た
。
索
の
会
事
務
局
よ
り
索
の
会

特
別
企
画
「
大
本
山
成
田
山
新
勝

寺
・
深
川
不
動
堂
・
日
光
東
照
宮

参
拝
旅
行
」
に
つ
い
て
、
当
支
部

か
ら
大
勢
の
ご
参
加
を
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
、御
礼
を
申
し
上
げ
、

行
程
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

田
尻
記

　

七
月
十
三
日
、
犬
山
一
心
支
部

（
支
部
長
＝
川
村
武
志
氏
）
の
役

員
会
が
犬
山
成
田
山
信
徒
会
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
題
と
し
て
、
秋
期
に
予

定
さ
れ
る
秋
の
総
登
山
に
つ
い
て

協
議
し
、
九
月
二
十
九
日
に
開
催

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。　

松
浦
記

扶
桑
町　
　

澤　

木　
　

晴　

美

犬
山
市　
　

石　

田　
　

千
津
子

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

ー

丹
羽
支
部
ー

役
員
会
開
催

ー

犬
山
一
心
支
部
ー

　

川
上
貞
奴
女
史
の
ご
生
誕
日
に

あ
た
る
七
月
十
八
日
、
ご
生
誕
記

念
・
諸
芸
上
達
祈
願
大
護
摩
供
が

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
本
堂
で
の
ご
生
誕
記

念
大
護
摩
供
、
ま
た
催
事
と
し
て

庫
裡
に
場
を
移
し
、
中
部
地
方
を

拠
点
に
広
く
活
動
さ
れ
る
講
談
師 

旭
堂
鱗
林
様
を
お
迎
え
し
て
講
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

貞
照
寺
に
噺
家
を
お
招
き
す
る

こ
と
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
旭
堂
様
に
「
藤
井
聡
太
棋
士

伝
」
を
披
露
い
た
だ
き
、
軽
快
な

語
り
口
調
に
参
拝
者
は
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
情
報
番
組
「
先
人
た

ち
の
底
力 

知
恵
泉
」
に
て
貞
照

寺
開
創
川
上
貞
奴
女
史
が
特
集
さ

れ
、
八
月
十
三
日
に
放
送
さ
れ
ま

し
た
。
番
組
の
一
部
の
映
像
は
六

月
に
当
山
に
お
い
て
撮
影
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
番
組
は
、
歴
史
上
活
躍
さ

れ
た
偉
人
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の

人
の
智
恵
や
行
動
力
を
通
し
て
現

代
の
私
た
ち
に
生
き
る
た
め
の
活

力
に
な
る
ヒ
ン
ト
を
ご
紹
介
い
た

だ
け
る
も
の
で
す
。
ま
た
先
月

三
十
日
に
は
、
貞
奴
女
史
と
馴
染

み
が
深
い
電
力
王 

福
澤
桃
介
氏

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

貞
照
寺
だ
よ
り

盂
蘭
盆
会
法
要
営
む

供
養
塔
婆
、
お
供
物
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時　

九
月
二
十
二
日

　
　
　
　

（
秋
分
の
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
よ
り

◆
場
所　

貞
照
寺
本
堂

秋
彼
岸
会
法
要

　
　

の
ご
案
内

川
上
貞
奴
女
史
ご
生
誕
記
念
祭
厳
修

　

八
月
十
五
日
、
貞
照
寺
本
堂
に

お
い
て
、
小
豆
畑
照
観
住
職
お
導

師
の
も
と
盂
蘭
盆
会
法
要
が
営
ま

れ
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
か
ら
の
法
要
に
は
、

檀
信
徒
を
は
じ
め
大
勢
の
ご
家

族
、
親
族
が
参
列
さ
れ
、
心
静
か

に
合
掌
焼
香
し
て
諸
精
霊
に
供
養

の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
堂
で
の
法
要
終
了
後
、
引
き

続
き
子
育
・
水
子
地
蔵
尊
宝
前
に

お
い
て
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

お
盆
期
間
中
、
貞
照
寺
霊
園
に

は
大
勢
の
檀
信
徒
が
訪
れ
、
各
家

の
墓
参
り
を
さ
れ
、
ご
先
祖
の
精

霊
を
弔
わ
れ
ま
し
た
。

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

Ｎ
Ｈ
Ｋ  

Ｅ
テ
レ

『
知
恵
泉
』
貞
奴
特
集

　
　
　
　
放
映
さ
れ
る

当
紙
先
月
号
に
て
広
告
を

掲
載
し
ま
し
た
「
索
の
会

特
別
企
画
　
大
本
山
成
田

山
新
勝
寺
参
拝
旅
行
」は
、

定
員
に
達
し
ま
し
た
の
で

申
込
み
を
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
多
く
の
お
申
込
み
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
務
局
よ
り

　
　
　
お
知
ら
せ
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

安
八
郡　
　

三
英
電
子
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

所　
　

浩
司

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

犬
山
市　
　

は
や
し　
　

わ
た
る

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

中
津
川
市　

原　
　
　
　

大　

三

丹
羽
郡　
　

大　

川　
　

知　

宏

　

〃　
　
　

大　

川　
　

八
智
穂

名
古
屋
市　

宇　

賀　
　

美
由
紀

春
日
井
市　

㈲
関
本
製
作
所

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

　

〃　
　
　

亀　

井　
　

典　

雄

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講 

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市　

吉
田
電
氣
工
事
㈱

加
茂
郡　
　

㈱
中
濃
互
助
セ
ン
タ
ー

多
治
見
市　

東
濃
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

小
沢　

由
幸

春
日
井
市　

㈱
本
間
工
業

名
古
屋
市　

大
和
建
設
㈱

　

〃　
　
　

丸
太
運
輸
㈱

東
海
市　
　

シ
ン
キ
・
コ
ー
ポ

　
　
　
　
　

レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　

德
道

丹
羽
郡　
　

前
田
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　

安
全
衛
生
協
力
会

中
津
川
市　

恵
北
ビ
ル
管
理
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

三
井　

正
已

名
古
屋
市　

㈱
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建
設

　
　
　
　
　
　

名
古
屋
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朴　

功

　

〃　
　
　

村
繁
造
園
土
木
㈱

名
古
屋
市　

名
古
屋
鉄
道
㈱

　
　
　
　
　

安
全
衛
生
委
員
会

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

東
京
都　
　

時
津
風　
　

祐　

哉

　

〃　
　
　

時
津
風
部
屋
力
士
一
同

　

〃　
　
　

正　

代　
　

直　

也

岡
崎
市　
　

横　

山　
　

和　

江

桑
名
市　
　

祖
父
江　
　

直　

久

美
濃
加
茂
市　

㈲
大
英
通
商

栃
木
県　
　

應
化
山
浄
光
院

犬
山
市　
　

犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

東
海
市　
　

愛
知
製
鋼
㈱
豊
鋼
会

　
　
　
　
　

総
合
安
全
衛
生
協
議
会

　
　
　
　
　

外
来
工
事
安
全
協
議
会

名
古
屋
市　

原
辰
彦
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

辰
彦

鈴
鹿
市　
　

光
明
教
会

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　

秋
分
の
日
を
中
日
と
し
て
前
後

各
三
日
間
を
秋
彼
岸
と
い
い
ま

す
。
昼
夜
の
長
さ
が
等
し
く
、
此

岸
（
煩
悩
・
迷
い
の
世
界
）
と
彼

岸
（
悟
り
の
世
界
）
が
最
も
近
づ

く
日
、
祖
先
を
偲
ぶ
日
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
秋
彼

岸
の
時
期
は
夏
の
暑
さ
が
和
ら

ぎ
、
過
し
や
す
い
気
候
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

親
族
が
集
ま
り
、
心
穏
や
か
に

ご
先
祖
さ
ま
へ
の
供
養
を
行
な
う

と
共
に
、
ご
先
祖
さ
ま
か
ら
受
け

継
い
だ
命
の
バ
ト
ン
を
確
認
す
る

機
会
で
も
あ
り
ま
す
。　

石
井
記

中
一
　
　
杉
本
　
結
羽
花

小
五
　
　
柴
田
　
萌
衣

小
三
　
　
佐
藤
　
優
奈

【
評
】
明
る
く
さ
わ
や
か
に
書
け

ま
し
た
。

【
評
】
の
び
の
び
と
し
っ
か
り
書
け

て
い
ま
す
。

【
評
】
鍛
錬
さ
れ
た
線
で
力
強
く
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

七
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

七
月
の
登
山
講
社

紙
上
書
道
展

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

七　

月

9 月の成田山行事

お不動さまの御縁日
　　毎月 1 日、15 日、28 日

◆ご詠歌講習会　15 日

　　午後 1 時　信徒会館 3 階

◆秋彼岸会法要　22 日

　　 　　　午後 2 時　大師堂

◆写経会　28 日 信徒会館 3 階

行事は中止または内容が変更となる
場合がございます。最新情報はホー
ムページ、境内掲示、お電話にてご
確認お願い致します。

編
集
室
よ
り

◆
期
　
　
　
間
　
十
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日

◆
ご
祈
祷
時
間
　
午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

◆
と

こ

ろ
　
本
　
堂

◆
ご
祈
祷
料
　
五
千
円
以
上
（
御
札
、
お
守
り
、

　
　
　
　
　
　
　
千
歳
飴
、ジ
ュ
ー
ス
、日
本
モ
ン
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
ク
招
待
券
付
き
）

『
七
五
三
ま
い
り
』
の
ご
案
内

行事等の最新情
報はこちらでご
確認下さい。↓

犬山成田山ＨＰリニューアル

　当山では年４回の「交通安全週間」
の主旨に賛同し、この期間中に交通
安全ご祈祷を受けられた方に「交通
安全之証」を授
与して、より一
層の交通安全の
ご加護を得られ
ますよう心より
お祈り申し上げ
ております。

秋の交通安全週間

特別ご祈祷のご案内

期間　９月 21 日～ 30 日

交通安全之証


